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2025年8月下旬より募集を行っていました二輪草
ベストサポーター賞に3名の方が選ばれました。
おめでとうございます！

受賞者：病理部 秋山 直子さん

推薦者：谷野 美智枝さん
推薦理由：病理部では臨床検査技師さんが７名働いていますが、そのうち
男性技師さんが一人一か月の育休、女性技師さんが一年の産休・育休を
取得しました。人数が少ない中、気持ちよく休暇を取得できる雰囲気を作り
、また残る技師さんにも協力を仰ぎ、クオリティを落とすことなく病理部の運
営に貢献しています。若い技師さんたちと共にお互いに助け合い、公私共
に充実して過ごせるようにサポート頑張ってくれました。

受賞者：薬剤部 田﨑 嘉一さん

推薦者：山本 香緒里さん
推薦理由：田﨑部長は子育て中の業務について悩んだ時はいつでも
相談に乗って下さり、いつも子育てを温かく見守って下さっています。
「子育て中だからこうだ」と決めつけられる事が全く無く、いつも部員の
選択を尊重して支えて下さいます。また、院内保育園の卒園式にも来
て下さり、とても良い思い出となっています。
薬剤部の産後復職率が10年以上100％なのは、田﨑部長はじめ薬剤部
の皆さんの温かいサポートがあってこそだと思っています。感謝してもし
きれませんが、日頃の感謝の気持ちを込めてベストサポータ―賞に推薦
させていただきます。

受賞者：光学医療診療部 富樫 花織さん

（受賞者の声は後日の二輪草だよりでお伝えします）

第11回
二輪草ベストサポーター賞・受賞者決定！

推薦者：柳渡 香織さん・後藤 由貴さん
推薦理由：私達は今年度4月からフルタイム勤務となりましたが、富樫師長さんの
サポートなしでは「小1の壁」を乗り越えることが出来なかったと思っています。 
育児短時間勤務からフルタイムへの移行前は、日当直をすることへの不安、子供
が小学校に適応できるか、放課後クラブへの迎えは間に合うだろうか…と不安は
尽きませんでした。 
しかし、師長さんが「光学診療部のみんなで支えるから、やってごらん、大丈夫！」
と背中を押してくれました。 
フルタイムとなってからは、子供の迎え時間に業務を切り上げられるように協力し
ていただき、当直の日にちを優遇していただき、師長さんをはじめ沢山のスタッフ
の方々に助けてもらっています。
また、家族のことで急な休暇等をもらうことも多く心苦しく思うのですが、そんな時
も師長さんは「家族のこと、自分じゃないと出来ないことがあるよ、仕事はみんなで
サポートするからね」と気持ちの面でも支えになってくれます。 
師長さんの支え・気遣い・ステーション全体の風土作りに感謝しております。
富樫師長さんは私達のベストサポーターです！

秋山さん、富樫さん、田﨑さん、この度はおめでとうございます！

二輪草センターでは子育てや介護をしながら仕事をしている職員の皆様に対して
、復職・子育て・介護支援等を行っております。この賞は、様々な状況の中で職員
が仕事を継続していけるよう現場でサポートして下さっている方に対する感謝の
気持ちを表す賞です。全職員を対象にご推薦頂き、二輪草センター推進委員会
での会議を経て決定されます。今年も３名の方の推薦があり、受賞者を決定しま
した。
さて、９月に開催された二輪草推進会議では二輪草センターが行った「働きやす
い職場環境についてのアンケート」の集計結果を報告し、アンケートに答えて下さ
った皆様からの貴重なご意見をシェアし今後の活動に役立てることを確認いたし
ました。
この中で職員の関心度の高かった項目の一つである「パパ育休」を２月の二輪
草セミナーのテーマとして取り上げることになりました。ワークライフバランス実習
でも男子学生から将来は「パパ育休」をとりたいという意見が多く、医局の若手医
師の関心度が高いようですが、実際の取得率は残念ながら低いのが現状です。
２月のセミナーでは、パパ育休を取得し、仕事に復帰されている
看護師の酒井さん、薬剤師の小林さん、泌尿器科医師の
菊池さんの３名から体験談をお話頂き、
「父親であることを楽しむ」をモットーに活動している
「ファザーリング・ジャパン」の北海道支部代表理事の
谷内さんからもご講演いただく予定です。

「パパ育休」に対する意識を深め今後に役立つ機会
になればと思います。日程は追ってご案内いたします。

二輪草センター センター長 谷野美智枝
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